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　広報誌41号発行にあたり一言ご挨拶申し上げます。
　日頃は病院運営にあたり格別なるご高配を賜り厚く
御礼申し上げます。
　2月28日に米国・イラン戦争の開始以降、原油価格
の高騰のあおりを受けて、医療材料についても価格
の高騰や調達にも懸念を抱くような状況になり、市民
生活にも大きな影響を及ぼすこととなっております。
一日も早い戦争の終結を望むばかりです。
　さて、当院においては、今年もリハビリスタッフをはじ
め、多くの仲間を迎えることになりました。皆が思う存分
活躍してくれるように、職員一同指導、育成に努めて
参る所存です。
　なお、特筆すべきこととして、インドネシアより特定
技能実習生の3名を迎えることになりました。実習生は
環境の違う異国の地で、5年後の介護福祉士の資格
取得を目指して、日々の業務と勉強を両立すべく研鑽
を積んでくれるものと期待しております。
　また、院内の設備については、レントゲン機器の更
新を行いました。広報誌でも紹介しておりますが、被ば
くの低減や画質の向上を図るべく、最新のフラットパネ
ルディテクタ（FPD）を導入致しました。さらに、皆様に
長年親しんでいただいておりました外来待合室の水
槽を、大型モニターに変更し、さらなる癒しをご提供で
きればと思っております。
　最後になりますが、今年の夏もかなりの高温や天候
不順が予測されております。皆様の体調管理等を含
め、少しでもお役に立てるようさらに精進して参ります
ので、ご指導・ご鞭撻賜りますよう、よろしくお願い申し
上げます。
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・いつも明るく患者様の満足を常に考え、 
医業に専念します。

・地域に働く人々及びその御家族の幸せを
第一に考え、信頼される調和のとれた病
院を目指します。

・同じロマンを持つスタッフが一丸となり
得られた成果を社会に還元し、医療の質
向上に努めます。

・個人としてその人格を尊重され、適切な医療
を平等に受ける権利があります。
・病名、病状、予後、検査と治療の内容と危険
性、薬の効果と副作用などについて十分に理
解できるまで説明を受ける権利があります。
・治療法など自らの意思で選択する権利があり
ます。
・個人の情報やプライバシーが守られる権利が
あります。
・これらの権利を守るため、患者様は医療従事
者と力を合わせて医療に参加、協力する責任
があります。

基本方針

患者様には以下の権利と責任があります。
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入職式を行いました

今年は14名の新しい仲間を迎えることができました。
少しでも早く仕事に慣れて地域の皆様のお役に立てる
よう努力してまいります。
よろしくお願いいたします。
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ホームページ更新

栄養科
より
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　このたび、ホームページを更新いたしました。
パソコン、スマートフォンのいずれにおいても、
より見やすく、分かりやすい構成に改善し、
情報を充実させております。
　皆さまにとって、より有益な情報をお届けで
きるよう、今後も随時更新してまいります。



待合室に大型モニターを設置しました
　待合室に70型の大型モニターを設置しました。
　以前は大型水槽に熱帯魚が泳いでおり好評いただ
いていましたが、設備の老朽化に伴いやむなく撤去す
ることとなりました。
　新しい大型モニターで世界の絶景など皆様に癒し
を提供できるような映像を流していきます。
　待ち時間に楽しんでいただければ幸いです。
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　最新鋭の富士フイルム社製軽量移動型デジタル
X線撮影装置「CALNEO AQRO」を導入しました。
　この装置は少ないX線でも鮮明な画像を得るこ
とができるため、被ばくをできるだけ抑えた検査が
可能です。そのため、体への負担を減らしながら、
しっかりとした診断につなげます。
　装置は軽量で動きやすく設計されており、病棟内
やベッドサイドにピンポイントで移動でき、体を動か
しにくい方にも対応可能なため、無理のない姿勢で
検査を受けていただけます。
　装置全体のスライド、回転が簡単にポジショニン
グできるため、胸部・腹部の連続撮影も迅速に行え
ます。装置には抗菌コート対策が施されており、汚
れも落ちやすく清潔で衛生的に使うことができ、感
染対策にも配慮した環境で検査を行っています。
　当院では、患者さまの安心・安全・負担軽減を大
切にし、最新の医療機器を活用した質の高い医療
の提供に努めています。

最新鋭の軽量移動型デジタルX線
撮影装置を導入

被ばくを抑えた
やさしい検査
被ばくを抑えた
やさしい検査

鮮明な画像で
高画質

抗菌コートで
衛生的 軽量で移動が楽

軽量・堅牢

防水・防塵少ないX線量

高画質

画像プレビュー
2秒未満

画像プレビュー
2秒未満 屋外使用対応検査時間が短く

身体への負担軽減
検査時間が短く
身体への負担軽減

－あらゆる撮影シーンで、軽快なハンドリングが可能－

【一般X線撮影  間接変換FPD装置】お知らせ お知らせ

最新鋭のFPD装置を導入
　FPD（フラットパネルディテクタ）は、X線を画像に変える
デジタル装置のことです。
　これまでのレントゲンは、フィルムや特殊な板を使って画
像を作っていましたがFPDはデジタル方式のため

といった特長があります。
　今回導入した富士フイルムの最新デジタルX線検出器
「CALNEO Flow」は、少ないX線でもしっかりとした画像
を作ることができます。そのため、従来よりも被ばくを抑え
たやさしい検査が可能です。
　細かい部分まで見やすい画像を提供することで、より正確
に診断ができるようサポートします。また画像がすぐに表示
されるため、検査時間が短く、身体への負担や待ち時間の軽
減につながります。
　装置は薄くて軽いため、ベッド上での撮影や体を動かしに
くい方にも対応しやすく、無理のない姿勢で検査を受けてい
ただけます。
　装置には抗菌加工が施されており、衛生対策としても安心
です。また、災害現場など屋外用途でも使用できます。

・その場ですぐに画像が表示される　・画質が安定している
・データとして保存・管理しやすい

アーム折り畳み時




